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よ
み
が
え
っ
た
深
江
音
頭

深
江
音
頭
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

復
活
の
日

　
令
和
三
年
十
月
六
日
、
深
江
浜
町
に
あ
る
兵
庫
県
立
東
灘
高
等
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、
楽
し
げ
な
歌
詞
が
流
れ
た
。

歌
と
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
一
〇
〇
名
を
超
え
る
女
子
高
校
生
が
い
く
つ
か
の

輪
を
作
っ
て
踊
っ

た
。

　
観
覧
す
る
保
護

者
、
招
待
を
受
け

た
地
元
深
江
の

人
々
に
と
っ
て
も

初
め
て
目
に
す
る

歌
と
踊
り
で
あ

る
。
流
れ
る
音
楽

に
乗
せ
て
「
深
江

よ
い
と
こ
…
」
と

い
う
は
じ
め
の
フ

レ
ー
ズ
が
繰
り
返

さ
れ
、
六
番
ま
で

一
気
に
女
生
徒
達

の
踊
り
が
披
露
さ

れ
た
。
世
情
を
に

ぎ
わ
す
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
そ
の
暗
雲
を
払
う
よ
う
な
気
分
を

浮
か
れ
さ
せ
る
歌
と
踊
り
だ
っ
た
。

　
こ
の
日
、
東
灘
高
校
で
披
露
さ
れ
た
の
は
、
令
和
三
年
か
ら
平
成
、
昭

和
と
三
つ
の
世
を
経
て
七
二
年
ぶ
り
に
よ
み
が
え
っ
た
深
江
音
頭
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
作
詞
作
曲
さ
れ
、
以
後
昭
和
二
十
四
年
ま
で
毎
年
深
江

の
大
日
神
社
境
内
で
地
元
の
人
々
が
歌
い
踊
っ
た
音
頭
で
あ
る
。

　
そ
の
深
江
音
頭
が
消
え
て
、
七
〇
余
年
。
歌
っ
た
人
も
踊
っ
た
人
も
遅

か
ら
ず
消
え
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
令
和

三
年
十
月
六
日
は
、
深
江
音
頭
が
よ
み
が
え
っ
た
「
深
江
音
頭
復
活
の
日
」

だ
っ
た
。

深
江
音
頭
が
出
来
た
頃

　
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十
日
は
「
深
江
の
祭
り
」
の
日
だ
っ
た
。
本
庄

小
学
校
の
授
業
は
十
九
日
の
宵
宮
は
午
前
だ
け
、
二
十
日
本
宮
は
お
休
み

だ
っ
た
。
当
時
深
江
は
、
神
戸
市
と
合
併
す
る
前
で
本
庄
村
深
江
と
呼
ば

れ
、
村
を
挙
げ
て
の
行
事
だ
っ
た
。

　
村
は
、
一
年
前
の
複
数
回
に
わ
た
る
空
襲
で
多
く
の
家
が
焼
か
れ
、
亡

く
な
っ
た
人
や
傷
つ
い
た
方
も
多
く
い
た
。
人
々
は
そ
の
よ
う
な
中
で
も

再
び
村
を
立
て
直
す
べ
く
歩
き
始
め
て
い
た
。
家
族
を
失
っ
た
方
も
少
な

く
な
い
「
喪
中
の
村
」
と
い
う
よ
う
な
複
雑
な
感
情
の
残
る
時
代
だ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
「
深
江
の
村
を
生
き
返
ら
せ
よ
う
。
お
盆
に
慰
霊
と

復
活
を
込
め
て
歌
と
踊
り
を
作
ろ
う
」
と
、
戦
前
か
ら
深
江
で
地
域
の
世

話
を
さ
れ
て
い
て
、
後
に
本
庄
村
議
員
に
な
る
黒
田
清
一
氏
が
作
詞
し
た
。

そ
の
詩
に
本
庄
村
役
場
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
関
西
学
院
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
の
細
野
寛
一
氏
が
曲
を
つ
け
た
。
作
詞
作
曲
が
で
き
た
と
き
か
ら
、

そ
の
両
氏
の
夫
人
が
三
味
線
で
伴
奏
し
、
振
り
付
け
を
行
い
、
地
域
の
子

写真１　テレビ放映された「深江音頭」の復活
（読売テレビ「読売テン」2021年11月７日放映より）
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供
を
中
心
に
踊
り
の
稽
古
を
行
っ
た
。

　
深
江
音
頭
の
歌
詞
に
は
深
江
村
の
風
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
作
詞
に

当
た
っ
て
は
、
特
に
深
江
浜
、
漁
業
の
様
子
に
つ
い
て
実
際
に
漁
業
に
携

わ
っ
て
い
た
人
々
の
話
や
言
葉
を
聞
き
取
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
焼
け

野
が
原
に
な
っ
た
深
江
の
村
の
風
情
を
歌
と
踊
り
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
深
江
音
頭
が
大
日
神
社
の
盆
踊
で
歌
い
踊
ら
れ
て
三
年
、

昭
和
二
十
五
年
に
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
だ
が
、
当

時
は
神
戸
市
や
芦
屋
市
と
の
合
併
問
題
で
村
が
分
裂
せ
ん
ば
か
り
の
混
乱

で
、「
深
江
、
深
江
ば
か
り
言
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
い
う
風
潮
も

あ
っ
た
と
せ
い
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

　
敗
戦
の
焼
け
野
が
原
か
ら
七
〇
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
阪
神
深
江
駅
が
軌

道
の
高
架
化
に
と
も
な
っ
て
、
新
装
さ
れ
た
。
駅
全
体
の
完
成
に
合
わ
せ

て
構
内
で
「
深
江
独
自
の
音
楽
を
流
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
」
と
、
阪
神

電
車
の
澤
昌
弘
御
影
駅
管
区
駅
長
か
ら
東
灘
高
校
（
徳
山
学
校
長
）
に
打

診
が
あ
っ
た
。
高
校
は
、
深
江
塾
の
森
口
代
表
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
。

深
江
塾
か
ら
は
「
深
江
音
頭
と
い
う
歌
と
踊
り
が
あ
っ
た
。
毎
日
、
多
く

の
高
校
生
が
利
用
す
る
駅
で
深
江
独
自
の
音
楽
を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
地
域
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る
」
と
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　
新
装
の
深
江
駅
の
デ
ザ
イ
ン
は
深
江
の
海
、
波
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
駅
が
独
自
の
も
の
で
あ
る
な
ら
流
れ
る
音
楽
も
独
自
の
も
の

が
よ
い
と
、
学
校
、
地
域
、
企
業
が
一
つ
と
な
っ
て
、
消
え
た
深
江
音
頭

の
再
現
を
目
指
し
て
、
深
江
南
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
「
深

江
音
頭
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
合
言
葉

は
「
復
活
と
継
承
」。
深
江
音

頭
の
復
活
と
継
承
を
通
じ
て

「
深
江
の
町
の
活
性
化
、
町
興

し
、
知
名
度
向
上
」
を
目
指

す
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
広

報
活
動
は
最
初
に
阪
神
電
鉄

深
江
駅
で
音
頭
の
復
活
や
由

来
の
説
明
板
掲
示
と
、
曲
を

構
内
で
流
す
こ
と
。
次
に
「
深

江
音
頭
の
風
景
」
と
銘
打
っ

て
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史

料
館
の
協
力
を
得
て
六
カ
月

間
の
企
画
展
示
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　
展
示
は
、
史
料
館
の
大
国

館
長
の
発
案
で
地
域
の
歴
史
を
学
び
、
作
業
も
す
る
と
い
う
手
法
を
取
り

入
れ
た
。
史
料
館
が
歌
詞
に
歌
わ
れ
た
風
景
の
古
写
真
候
補
を
提
供
し
、

東
灘
高
校
の
写
真
部
員
ら
が
そ
の
中
か
ら
展
示
写
真
を
選
択
し
た
。
森
口

ら
が
当
時
の
時
代
背
景
な
ど
を
語
り
、
高
校
生
が
深
江
の
歴
史
を
学
び
、

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
風
景
を
理
解
し
た
う
え
で
下
書
き
原
稿
を
作
成
し
た
。

こ
れ
を
大
国
館
長
が
修
正
を
加
え
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
し
た
う
え
、
八
頁

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
版
下
を
作
成
し
印
刷
所
に
持
ち
込
ん
だ
。

　
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
は
高
校
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
朝
日
新
聞
は
九
月
九
日
朝
刊
、
神
戸
新
聞
は
十
月
九
日
朝
刊
に
掲
載

写真２　写真のキャプションづくりに地域史を学ぶ
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さ
れ
た
。
さ
ら
に
十
一
月
七
日
に
は
読
売
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
「
読
売
テ

ン
」
の
中
で
「
よ
み
が
え
る
深
江
音
頭
」
と
し
て
約
一
〇
分
間
の
特
集
が

放
映
さ
れ
た
。

　
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
七
五
年
前
に
大
日
神
社
で
こ
の
音
頭
で
盆
踊
り
を

世
話
し
た
方
の
手
書
き
の
歌
詞
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
活
字
に
な
っ
た
の

は
昭
和
五
十
年
代
に
発
行
さ
れ
た
本
庄
小
学
校
同
窓
会
誌
に
、
当
時
の
同

窓
会
会
長
で
あ
っ
た
志
井
保
治
氏
が
「
歌
は
世
に
つ
れ
」
と
題
し
て
寄
稿

し
た
文
章
が
最
初
の
も
の
で
、
本
誌
三
九
号
に
「
深
江
物
語
⑴
―
昭
和
二
〇

年
代
の
駅
前
界
隈
を
歩
く
」
と
題
し
て
筆
者
が
歌
詞
と
経
緯
を
報
告
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
作
詞
、
作
曲
者
の
特
定
、
当
時
の
曲
踊
り

の
制
作
背
景
や
目
的
の

調
査
を
手
始
め
に
音
頭

復
活
の
活
動
を
開
始
し

た
。
歌
え
る
人
の
最
年

長
者
は
一
〇
〇
歳
だ
っ

た
。
し
か
し
曲
を
復
活

さ
せ
る
た
め
に
は
録
音
し
採
譜
す
る
必
要
が
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年
当
時

は
小
学
生
で
あ
っ
て
も
実
際
に
深
江
音
頭
を
歌
っ
た
方
に
協
力
を
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
曲
に
つ
い
て
は
東
灘
高
等
学
校
放
送
部
が
録
音
、
吹
奏
楽
部
が
そ
の
録

音
を
も
と
に
採
譜
し
た
。
踊
り
に
つ
い
て
は
、
映
像
記
録
が
な
い
た
め
日

本
舞
踊
の
師
範
の
藤
間
祥
寿
師
に
歌
詞
と
曲
を
伝
え
て
令
和
版
深
江
音
頭

の
踊
り
と
し
て
創
作
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
六
カ
月
の
準
備
期
間
を
経
て
令
和
三
年
四
月
か
ら

メ
ン
バ
ー
を
決
定
の
上
、
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。
四
月
に
活
動
を

開
始
し
た
の
は
、
東
灘
高
校
が
兵
庫
県
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
指
定
校
」
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
組
織
の
主
た
る
活
動
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
で
あ
る
。「
復
活
の
日
」
は
東
灘
高
等
学
校
体

育
祭
の
日
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
展
示
は
写
真
二
〇
点
に
加
え

て
史
料
館
が
収
集
し
た
史
料
を
「
東
灘
高
生
が
選
ん
だ
　
よ
み
が
え
る
「
深

江
音
頭
」
の
風
景
」
と
題
し
て
開
催
。
東
灘
区
役
所
・
神
戸
新
聞
社
の
後

援
を
得
て
二
〇
二
一
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
翌
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
展

示
し
た
。

　
　
若
人
の
声
・
東
灘
高
等
学
校
生
か
ら

　
深
江
音
頭
の
譜
面
作
成
に
携
わ
り
、
校
内

で
試
験
演
奏
し
た
と
き
に
部
員
を
取
材
し
た
。

そ
の
時
の
東
灘
高
校
吹
奏
楽
部
の
話
を
紹
介

す
る
。

「
和
楽
と
し
て
の
音
頭
と
自
分
た
ち
が
練
習

し
て
い
る
洋
楽
と
の
差
を
感
じ
た
が
、
よ
い

勉
強
に
な
っ
た
」

写真３　展示を取材する読売テレビのクルー

写真４　「深江音頭の風景」の
パンフレット
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「
歌
の
合
い
の

手
の
言
葉
に
、

人
が
音
頭
の
歌

詞
と
歌
を
通
じ

て
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て

い
る
よ
う
な
一

体
感
を
感
じ

た
」「
録
音
さ

れ
た
歌
を
聴
い

た
と
き
、
洋
楽

器
で
演
奏
で
き

る
か
不
安
が

あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
や
っ

て
み
れ
ば
気
分
よ
く
演
奏
で
き
た
。
こ
れ
が
音
頭
の
良
さ
か
と
思
う
」

  

「
こ
の
歌
に
あ
る
言
葉
（
歌
詞
）
や
リ
ズ
ム
が
深
江
な
の
だ
と
実
感
で
き

た
気
が
す
る
」

  

「
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
明
る
い
感
じ
で
、
町
お
こ
し
復
興
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

す
ば
ら
し
い
」

  

「
自
分
た
ち
も
深
江
の
歴
史
の
一
翼
を
担
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
な
、
と

い
う
達
成
感
に
満
た
さ
れ
た
気
分
で
す
」

  

「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
歴
史
的
活
動
に
、
東
灘
高
等
学
校
が
関
わ
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
喜
び
た
い
」

　
さ
ら
に
、
新
聞
報
道
や
テ
レ
ビ
放
映
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

寄
せ
ら
れ
た
声
が
あ
り
ま
す
。

  

「
深
江
に
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
音
頭
が
あ
っ
た
の
か
。
誇
り
に
思
う
」

  

「
深
江
の
知
名
度
が
上
が
る
し
、
街
の
印
象
も
よ
く
な
る
だ
ろ
う
」

  

「
も
っ
と
こ
ん
な
埋
も
れ
た
歴
史
的
財
産
を
掘
り
起
こ
し
て
知
ら
せ
る
よ

う
に
し
た
い
」

　
新
聞
と
テ
レ
ビ
放
映
の
報
道
結
果
か
ら
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目

指
し
た
「
町
の
活
性
化
や
町
興
し
、
知
名
度
向
上
」
に
寄
与
で
き
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。 

（
文
責
・
森
口
健
一
）
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明
け
て
行
く

３
深
江
よ
い
と
こ
　
六
甲
の
お
ろ
し
　
ヨ
イ
ヨ
イ
　
高
い
高
橋
　
踊
り
松

卯
の
花
祭
り
の
　
お
神
輿
を
　
浜
の
戎
さ
ん
が
　
手
で
招
く
　
ア
リ
ャ

サ
ッ
ト
　
サ
ッ
ト
　
手
で
招
く

４
深
江
よ
い
と
こ
　
ち
ぬ
の
海
　
ヨ
イ
ヨ
イ
　
恋
の
散
歩
も
　
白
浜
ふ
ん

で
　
沖
の
か
も
め
や
　
浜
千
鳥
　
甘
い
さ
さ
や
き
　
波
の
上
　
ア
リ
ャ

サ
ッ
ト
　
サ
ッ
ト
　
波
の
上

５
深
江
よ
い
と
こ
　
朝
日
を
受
け
て
　
ヨ
イ
ヨ
イ
　
今
日
も
工
場
で
　
槌

の
音
　
稲
も
豊
作
　
黄
金
波
　
皆
笑
顔
で
　
暮
れ
て
行
く
　
ア
リ
ャ

サ
ッ
ト
　
サ
ッ
ト
　
暮
れ
て
行
く

写真５　展示の前で昔語りに興じる
　 大西令子さん（右端）
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６
深
江
よ
い
と
こ
　
復
興
は
進
む
　
ヨ
イ
ヨ
イ
　
踊
り
お
ど
れ
ば
　
彼
の

娘
は
唄
う
　
歌
え
踊
れ
や
　
朗
か
に
　
手
並
み
そ
ろ
え
て
　
深
江
音
頭

ア
リ
ャ
サ
ッ
ト
　
サ
ッ
ト
　
深
江
音
頭

　
【
歌
詞
の
補
足
説
明
】

２
番
の
「
大
繁
昌
」「
栄
え
栄
え
て
」
は
、
現
在
の
深
江
北
町
の
旧
町
名
で

「
繁
昌
町
」「
繁
昌
通
」、
同
じ
く
「
栄
町
」「
栄
通
」
を
指
す
。

３
番
の
「
卯
の
花
祭
り
」
は
、
現
在
の
大
日
神
社
発
行
の
書
面
な
ど
で
は

「
卯
の
葉
祭
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
戦
前
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
前
半
ま

で
は
深
江
の
祭
り
は
「
卯
の
花
祭
り
」
と
称
し
て
い
た
。

４
番
の
「
ち
ぬ
の
海
」
は
大
阪
湾
の
雅
語
で
、
本
庄
小
学
校
の
校
歌
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。

５
番
の
「
稲
も
豊
作
」
は
深
江
が
半
農
半
漁
の
村
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
わ

し
て
い
る
。
大
日
神
社
の
法
被
や
浴
衣
の
模
様
が
「
波
」
と
「
稲
穂
」

も
同
じ
意
味
。

　
　
　
深
江
小
唄

１
深
江
名
所
は
　
踊
り
松
　
高
い
高
橋
　
片
葉
葦
　
卯
の
花
祭
り
の
　
伊

達
姿
　
末
は
鶴
亀
　
五
葉
の
松

２
澄
ん
だ
青
空
　
磯
の
松
　
波
は
さ
ざ
波
　
白
帆
が
見
ゆ
る
　
粋
な
姉
さ

ん
の
　
艶
す
が
た
　
に
っ
こ
り
笑
へ
ば
　
片
え
く
ぼ

３
今
日
は
東
風
　
出
船
の
支
度
　
　
　
向
ふ
鉢
巻
　
玉
の
汗
　
エ
ン
サ
エ

ン
サ
の
　
勇
み
肌
　
続
く
大
漁
で
　
大
幟

４
白
い
砂
浜
　
恋
の
夜
　
好
い
た
同
士
の
　
忍
び
逢
い
　
彼
の
乙
女
の
姿

が
　
浜
千
鳥
　
何
に
啼
く
の
か
　
帰
り
雁

　
こ
の
歌
詞
は
二
枚
の
便
箋
に
書
か
れ
て
お
り
、
末
尾
に
制
作
発
表
の
日

や
作
者
の
氏
名
が
下
記
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
作
　
詞
　
黒
田
清
一
　
　
　
　
作
　
曲
　
　
細
野
寛
一

　
　
　
　
　
　
三
味
線
　
細
野
光
子
　
　
　
　
踊
・
振
付
　
黒
田
浜
子

　
こ
の
た
び
の
「
深
江
音
頭
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
深
江
小
唄
」

の
曲
は
発
表
し
て
い
な
い
が
、
東
灘
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
譜
面
を
作

り
演
奏
も
し
た
。
小
唄
の
踊
り
に
つ
い
て
は
現
在
、
藤
間
祥
寿
師
に
よ
っ

て
創
作
を
検
討
中
で
あ
る
。

【
深
江
音
頭
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

歌
唱
再
現
　
藤
本
吉
江
・
大
西
令
子
（
両
氏
と
も
深
江
南
町
在
住
）

採
　
　
譜
　
林
　
賢
美
・
浜
田
梨
花
（
東
灘
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
）

演
　
　
奏
　
県
立
東
灘
高
等
学
校
・
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

舞
踊
指
導
　
藤
間
祥
寿
（
藤
間
流
師
範
）

舞
踊
助
手
　
太
田
由
美
子
・
森
口
聡
子
（
両
氏
と
も
深
江
南
町
在
住
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

事
務
局
長
　
大
利
清
隆
（
深
江
南
町
三
丁
目
自
治
会
会
長
）

撮
影
記
録
　
納
多
章
央
（
深
江
札
場
地
区
自
治
会
会
長
）

メ
ン
バ
ー
　
徳
山
　
学
（
県
立
東
灘
高
等
学
校
　
校
長
）

　
　
　
　
　
浅
田
正
樹
（
県
立
東
灘
高
等
学
校
　
教
頭
）

　
　
　
　
　
木
村
一
成
（
県
立
東
灘
高
等
学
校
　
教
頭
）

　
　
　
　
　
西
山
重
樹
（
県
立
東
灘
高
等
学
校
　
写
真
連
盟
理
事
長
）

　
　
　
　
　
大
国
正
美
（
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
　
館
長
）

　
　
　
　
　
植
田
延
生
（
深
江
南
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員
長
）

　
　
　
　
　
谷
屋
正
廣
（
深
江
南
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
監
査
役
）

　
　
　
　
　
中
井
新
三
郎
（
深
江
南
町
四
丁
目
自
治
会
会
長
）

総
指
揮
　
　
森
口
健
一
（
深
江
南
町
二
丁
目
自
治
会
会
長
・
深
江
塾
）
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図　東灘高校生が採譜した「深江音頭」の楽譜


